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全国てんかん地域診療支援整備事業の現況

国立精神・神経医療研究センター病院
てんかん診療部、総合てんかんセンター

中川栄二

2022年度てんかん地域診療連携体制整備事業
第2回てんかん診療支援コーディネーター研修会

2022年12月11日（日）10：00～14：30

2020/6/11
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2022年度第2回全国てんかん対策連絡協議会

2022年12月11日（日） 15時～17時
ZOOMミーティングで開催

1. 厚生労働省からの挨拶・報告／田中裕記 （10分）
2. てんかん学会からの挨拶・報告／川合謙介 理事長（10分）
3. てんかん協会からの挨拶・報告／梅本里美 理事長（10分）
4. 全国てんかん支援拠点からの報告／中川栄二（10分）
5. てんかん地域支援施設からの報告（各15分間）
1)徳島大学てんかんセンター 徳島大学病院

てんかんセンター・脳神経外科 多田恵曜
2) 聖マリアンナ医大てんかんセンター

聖マリアンナ医科大学脳神経外科学 太組一朗
3) 国立病院機構奈良医療センターてんかんセンター 平林秀裕
6. 総合討論

（敬称略）

てんかん患者数、増加傾向か減少傾向か、治療の現状

Haut SR, et al. Lancet Neurol. 2006 5(2):148-157

• てんかんは、小児から高齢者まで、どの年齢でも誰でもが発症する可能性がある患者
数の多い病気（0.8～１％：本邦約100万人）

• 特に高齢者の発症率は高く、高齢者人口の増加しているわが国では、今後更にてん
かん医療の必要性が増加する

• てんかん患者の7～8割は適切な内科的・外科的治療により発作が抑制され、日常
生活や就労を含む社会生活を営むことが可能である

• わが国では成人てんかんを診る専門医が不足している
• てんかんに対する知識不足と偏見から、患者の社会進出が妨げられている
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会員の専門割合2022/9/10現在 てんかん専門医の専門割合2022/9/10現在

日本てんかん学会 会員数・専門医数の変化

2021.9 2022.9

小児科 1357 1388

精神科 472 468

脳神経内科 563 566

脳神経外科 558 563

基礎・医師以外 145 136

合計 3095 3121
（人） （人）

2022年度日本てんかん学会社員総会資料および日本てんかん学会HP専門医名簿参照

2021.9 2022.9

小児科 428 456

精神科 98 101

脳神経内科 104 114

脳神経外科 163 172

基礎・医師以外 0 0

合計 793 843
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日本てんかん学会会員構成

（2022年9月10日現在）日本てんかん学会会員構成

2022年度日本てんかん学会社員総会資料および日本てんかん学会HP専門医名簿参照
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診療科 会員数（人） 専門医数（人）

小児科 1388 456

精神科 468 101

脳神経内科 566 114

脳神経外科 563 172

基礎・医師以外 136 0

計 3121 843

てんかん学会会員数・専門医数（2022年9月10日現在）

都道府県別のてんかん専門医

2022年度日本てんかん学会社員総会資料
および日本てんかん学会HP専門医名簿参照

海外:2
7

各都道府県では、国の定める基本方針に基づき、地域の実情に応じて 医療提供体制を充実させるために、医療計画を作成し
ている。 医療計画は原則、6年ごとに改定され、最新版は第7次医療計画 （2018～2023年度）。
5疾病・5事業は、この医療計画に記載されている重要なテーマ。 疾病や事業ごとの医療資源、医療連携に関する現状を把握
し、 課題の抽出や見直しが行われている。
•5疾病…5つの疾病(がん、脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾患、 糖尿病、精神疾患)
•5事業…5つの事業(救急医療、災害時における医療、へき地の医療、 周産期医療、小児医療〈小児救急医療を含む〉)
なお、5疾病・5事業は、第8次医療計画（2024～2030年度）から 「振興感染症拡大時の医療」が事業に追加され、5疾
病・6事業になる。
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事業内容

てんかんの専門医療機関の地域数の増加、まずは三次医療圏（都道府県）の設置を目指し、
てんかん支援拠点病院を設置する都道府県に対して国庫補助（1/2）を行う。

※てんかん診療支援コーディネーター

精神障害者福祉に理解と熱意を有し、てんかん患者及びその家族に対し相談援助を
適切に実施する能力を有する医療・福祉に関する国家資格を有する者

• てんかん全国支援センター（1か所）：国立精神・神経医療研究センター

• てんかん支援拠点病院（25か所）：

北海道（札幌医科大学附属病院）、宮城県（東北大学病院）、

茨城県（筑波大学附属病院）、栃木県（自治医科大学附属病院）、

群馬県（渋川医療センター）、埼玉県（埼玉医科大学病院）、

千葉県（千葉県循環器病センター）、神奈川県（聖マリアンナ医科大学病院）、

新潟県（西新潟中央病院）、石川県（浅ノ川総合病院）、

山梨県（山梨大学医学部附属病院）、長野県（信州大学医学部附属病院）、

静岡県（静岡てんかん・神経医療センター）、

愛知県（名古屋大学医学部附属病院）、大阪府（大阪大学医学部附属病院）、

奈良県（奈良医療センター）、鳥取県（鳥取大学医学部附属病院）、

岡山県（岡山大学病院てんかんセンター）、広島県（広島大学病院）、

徳島県（徳島大学病院）、長崎県（長崎医療センター）、

鹿児島県（鹿児島大学病院）、沖縄県（沖縄赤十字病院）

兵庫県（神戸大学医学部附属病院）、東京都（国立精神・神経医療研究センター）

1. てんかん患者・家族の治療及び相談支援

2. てんかん治療医療連携協議会の設置・運営

3. てんかん診療支援コーディネーター（※）の配置

4. 医療従事者（医師、看護師等）等向け研修

5. 市民向けの普及啓発（公開講座、講演、リーフレットの作成等）

参画医療機関（令和４年12月時点）主な事業内容

てんかんの治療を専門に行っている次に掲げる要件を全て満たす医療機関

1. 日本てんかん学会、日本神経学会、日本精神神経学会、

日本小児科神経学会、又は日本脳神経外科学会が定める専門医が

１名以上配置されていること。

2. 脳波検査やＭＲＩが整備されているほか、

発作時ビデオ脳波モニタリングによる診断が行えること。

3. てんかんの外科治療のほか、

複数の診療科による集学的治療を行えること。

てんかん支援拠点病院の要件

＊京都府 京都大学附属病院（令和4年12月1日指定）
＊福岡県 九州大学病院

指定（予定）
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沖縄赤十字病院

静岡てんかん・神経医療センター

自治医科大学附属病院

国立精神・神経医療研究センター（NCNP)【全国】

全国てんかん支援センター（NCNP全国１カ所）
てんかん診療拠点機関（全国25カ所）

てんかん診療全国拠点機関及びてんかん診療拠点機関
（令和4年12月現在）

聖マリアンナ医科大学病院

西新潟中央病院

鳥取大学医学部附属病院

岡山大学病院てんかんセンター

広島大学病院

浅ノ川総合病院

東北大学病院

名古屋大学医学部附属病院

埼玉医科大学病院

札幌医科大学附属病院

大阪大学医学部附属病院

徳島大学病院

長崎医療センター

鹿児島大学病院

千葉県循環器病センター

山梨大学医学部附属病院

信州大学医学部附属病院

筑波大学附属病院

奈良医療センター

NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより追記
国立精神・神経医療研究センター病院．患者のギモンに答える！てんかん診療のための相談サポートQ&A. 2021.

渋川医療センター

神戸大学病院

国立精神・神経医療研究センター【東京】

15

京都大学病院

＊全国27カ所予定

九州大学病院

全国てんかん支援センターが行っていること

（1）てんかん地域診療連携：移行期医療

（2）てんかん診療支援コーディネーター認定制度

（3）てんかん支援ネットワークの構築
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てんかん患者の脳波・画像・代謝・発達・遺伝学的診断
内科的治療・外科的治療

施設間合同検討による
適切な診断・治療選択、

地域連携

新生児期・乳幼児期・学童期 思春期・成年期 高齢期

精神運動発達遅滞・発達障害・精神症状への対応支援

女性の妊娠・出産への対応

福祉・就学・就労・社会適応への対応

小児医療から成人医療への連携

（1）てんかん地域診療連携：移行期医療

中川栄二．精神科．36（6）2020. 中川栄二．CLINICIAN．20（681）；2020.中川栄二．小児内科．2022．

双方向性の支援

17

18

てんかん地域診療コンソーシアム

行政・福祉

X大学病院
てんかんセンター
てんかん地域診療拠点

Y大学病院
精神科、小児科、

脳神経内科、脳神経外科 総合病院
精神科、小児科、

脳神経内科、脳神経外科

地域病院
小児科

療育センター
発達・発達障害

障害児（者）施設

クリニック
精神科

てんかん協会
てんかん患者会

クリニック
小児科、内科、脳神経外科

てんかん治療医療連携協議会

二次・三次診療

一次診療

一次診療

診断・治療・リハビリ
・てんかん精査
・てんかん外科治療
・精神医学的対応
・発達評価、発達障害対応
・遺伝学的対応
・就学・就労支援相談

中川栄二．精神科．36（6）2020. 中川栄二．CLINICIAN．20（681）；2020.中川栄二．小児内科．2022．

https://1.bp.blogspot.com/-LSCklp2fqOI/Vkcaeten8KI/AAAAAAAA0cM/r_CPwIofBVQ/s800/dai_byouin2.png
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fsakiharaeikei.wixsite.com%2Fclinic%2Fcontact&psig=AOvVaw1FUVwzRm2bDxp-cye7xT7n&ust=1578096576889000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCIDh-oWS5uYCFQAAAAAdAAAAABAD
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➢ てんかん地域診療連携体制整備事業

➢ てんかん地域診療連携：移行期医療

➢ てんかん診療支援コーディネーター認定制度

➢ てんかん支援ネットワークの構築

19

療育・就学・就労支援 てんかん診断・治療支援

てんかん診療支援
コーディネーター

就労支援

職業訓練

生活・社会訓練

療育

発達支援

患者・家族
てんかん家族会

行政関連機関

福祉機関

一次医療
かかりつけ医

二次医療
神経専門医
精神専門医

三次医療
てんかん専門医

（2）てんかん診療支援コーディネーター

就学支援

行政・福祉支援

救急医療・リハビリテーション

併存症治療

中川栄二．精神科．2020. 中川栄二．CLINICIAN．2020. 中川栄二．小児内科．2022．
国立精神・神経医療研究センター病院．患者のギモンに答える！てんかん診療のための相談サポートQ&A. 2021. 20
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一次医療
かかりつけ医

てんかん診療拠点病院
（てんかん支援拠点施設）

（厚労省事業）

二次医療
神経専門医
精神専門医

三次医療

てんかん専門医
包括的てんかん専門医療施設

（ てんかん学会）

初期てんかんの診断・治療

難治性てんかんの相談
併存症状（精神症状、発達障害）の相談
療育、就学、就労支援

診断・治療方針が確定・状態が安定
思春期・成人の移行期支援

精密な診断、薬物・非薬物治療、外科治療

難治性てんかんの精査
併存症に対する包括的ケア

てんかん診療支援コーディネーター

てんかん診療支援の流れ

中川栄二．精神科．36（6）2020. 中川栄二．CLINICIAN．20（681）；2020.中川栄二．小児内科．2022．21

（役割）
てんかん診療拠点施設において、てんかん診療が円滑に行われるような医療側と患者側の調整

（要件）
以下のすべての要件を満たすものである。
１）てんかん診療拠点施設に従事するもの
２）社会保険制度、社会福祉制度に関する基本的な知識をもつもの
３）てんかんに関する基礎知識をもつもの
４）患者側の不安や心理的ストレスに対する初歩的な心理相談能力をもつもの
５）医療・福祉に関する国家資格を保有するもの

（業務）
ⅰ）てんかん患者及びその家族への専門的な相談支援及び助言
ⅱ）管内の連携医療機関等への助言・指導
ⅲ）関係機関（精神保健福祉センター、管内の医療機関、保健所、市町村、福祉事務所、
公共職業安定所等）との連携・調整

ⅳ）医療従事者、関係機関職員、てんかん患者及びその家族等に対する研修の実施
ⅴ）てんかん患者及びその家族、地域住民等への普及啓発

てんかん診療拠点機関診療支援コーディネーター

NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより
22
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てんかん地域診療連携体制整備事業（厚労省、自治体）における
てんかん診療コーディネーター認定制度の整備

てんかん診療支援コーディネーター認定制度
（目的）
てんかん地域診療の裾野を広げるため、てんかん患者・家族と医療機関、福祉、行政機関との橋渡
しを行う
（対象）
てんかん地域診療機関ならびに連絡協議会に属する協力機関・施設（医療、福祉、行政）におい
て、てんかん診療に携わる何らかの国家資格を有するもの
（認定のための基本）
基本ポイント（研修会：3時間以上の講義）
①てんかん地域診療連携体制整備事業が行う研修会（年2回開催）
②全国てんかんセンター協議会（JEPICA）が行う総会2日間への参加（年1回開催）
③地域てんかん診療拠点機関が行う研修会
④てんかん学会、国際抗てんかん連盟関連の学会、地方会

上記3回の講座受講で認定証を発行する。以降3年間に上記の研修会、学会に6回以上の参加を
基本とする。3年ごとに更新する。2020年度から暫定認定証を発行。

てんかん診療拠点講習会

2022年8月7日（日）、2022年12月11日（日）、2023年2月10-12日JEPICA宇都宮

てんかん診療支援コーディネーター受講証ならびに認定証は全国てんかん拠点機関が発行する

NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより
23

NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより

受講証発行数432 認定証発行数56
 

てんかん診療拠点機関支援コーディネーター 

認 定 証 

〇〇 殿 

貴殿をてんかん診療拠点機関支援コーディ

ネーターとして認定します 

2021 年 2 月 13 日 

てんかん地域診療連携全国拠点 

国立精神・神経医療研究センター病院 

特命副院長、てんかんセンター長 

中川 栄二 

認定番号第２１００１号 

24
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13

過去の研修会での受講者数
2020年度
第1回

2020年度
第2回

2021年度
第1回

2021年度
第2回

2022年度
第1回 総受講者数

55 93 116 171 247 682

職種別受講者数
医師 看護師 SW その他 計

207 105 114 256 682

受講証発行数
2020年度
第1回

2020年度
第2回

2021年度
第1回

2021年度
第2回

2022年度
第1回 総発行数

55 93 56 89 139 432

職種別受講証発行数
医師 看護師 SW その他 計
94 92 93 153 432

認定証発行数
2020年度 2021年度 2022年度 計

6 32 18 56

職種別認定証発行数
医師 看護師 SW その他 計
14 10 18 14 56

1

1

2

4

てんかん診療支援コーディネーター認定証発行者数（2022年9月30日現在）

1
3

19

1

2
2

3

3

1

2

2

2

2

2

3

てんかん診療支援コーディネーター研修会受講者・認定者

25

2022年度てんかん診療支援コーディネーター研修会
2022年8月7日（日）

26
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27

28

0.6%0.6%

14.8%
0.6%

44.4%

0.6%

3.7%

2.5%
0.6%

0.6% 0.6%

17.9%

0.6%

0.6%
4.9%

1.2% 2.5%2.5%

なし ヘルパー２級
医師・歯科医師 介護支援専門員
看護師 管理栄養士
検査技師・臨床工学士・診療放射線技師 公認心理師
支援員 事務職
事務職員 社会福祉士
社会保険労務士 獣医師
精神保健福祉士 保健師

あなたのもつ資格をお答えください。複数ある方は、現在の主な業務に最も関係のある資格を選択してください。
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89.5%

10.5%

常勤 非常勤（パート、アルバイト含む）

雇用形態を教えてください

51.9%

13.0%

16.7%

18.5%

1回目 2回目 3回目 4回以上

これまでにてんかんコーディネーター研修会の参加回数を教えてください。

29

併任

11.1%

63.0%

25.9%

わからない 行っていない 行っている

認定コーディネータかどうかにかかわらず、ご自身はてんかんコーディネーターとして
業務を行なっていますか？

6.2%

74.7%

19.1%

わからない 認定されていない 認定されている

ご自身は認定てんかんコーディネーターですか？

30
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42.9%

7.1%
14.3%

11.9%

2.4%

21.4%

1日未満 1日 2日 3日 4日 5日以上

てんかん診療支援コーディネーターとして週にどのくらいの活動をしていますか？

54.8%
21.4%

19.0%

2.4% 2.4%

25%以下（コーディネーター業務以外が中心）

25～50%（コーディネーター業務がやや少ない）

50～74%（コーディネーター業務がやや多い）

75～99%（コーディネーター業務中心）

100%（コーディネーター業務のみ）

ご自身の勤務時間のうち、てんかん診療支援コーディネーターとしての
業務割合として、一番近いものを選んでください？

31

31.0%

31.0%

11.9%

9.5%

16.7%

1人 2人 3人 4人 それ以上

所属施設のてんかん診療支援コーディネーターの人数はあなたを含めて何人ですか？

32
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以下の業務の業務量について、一番当てはまるものを選んでください。

33

31

21

14

8

9

9

10

11
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26

3

9

1

1

1

1

1

0

0 5 10 15 20 25 30 35

医療機関の受診、選択、紹介について

てんかんという病気自体に関する相談

薬剤について

外科治療について

診療科の移行

小児の発達、精神、行動の問題について

成人の精神、行動の問題について

家族関係について

就学について

就労や就業について

食事、栄養について

妊娠・出産について

障害年金や手帳などの取得に関して

制度について、経済面について、独居の問題

社会資源（自立支援医療、精神障害者保健福祉手帳、障害年金、障害福祉…

自立支援医療や精神障害者保健福祉手帳について

医療費や経済面、障害福祉サービス等諸制度の活用

相談をうけていない

患者・家族からコーディネーターへの相談はどのような内容が多いですか？（複数回答可）

34
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22

27

3

2

21

6

1

1

1

1

0

0 5 10 15 20 25 30

相談専用の窓口を患者・家族向けに設置して対面で受け付けている

相談専用の窓口を患者・家族向けに設置して電話で受け付けている

相談専用の窓口を患者・家族向けに設置して電子メールで受け付けている

コンサルテーション枠や精神科リエゾン枠などを利用して受け付けている

所属医療機関の医療従事者からの依頼で相談を受け付けている

他の医療機関からの相談を受け付けている

病院の代表番号に電話があり、てんかんに関することであればお話を伺う。主治医より依頼があり面

談する。

初診患者に生活指導、自立支援について家族を含め説明している

診療の中で行っている

相談専用の窓口ではないが、電話相談が多い

相談をうけていない

患者・家族からの相談の依頼はどのように受け付けていますか？（複数回答可）

35

21

23

19

18

3

1

1

0 5 10 15 20 25

症例カンファレンスに関する業務

その他てんかんセンター、てんかん診療グループに関する業務

診療科の連携

移行医療（小児科から成人の診療科など）

研修開催

県内の診療体制の把握に関するアンケート調査

患者相談以外のてんかん診療にかかわる業務は行っていない

患者相談以外に所属施設内で行っている業務をお答えください（複数回答可）

36
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17

25

16

12

17

7

0 5 10 15 20 25 30

協議会開催の調整

他の医療機関との連携業務

学校、自治体や職業安定所などとの連携

広報などの関わる業務

業務の報告書作成など

行っていない

所属施設外の関連機関との連携に関する業務で行ってることをお答えください。（複数回答可）

37

17

27

4

9

19

8

0 5 10 15 20 25 30

専門職向けの講演会

一般・患者向けの講演会

新聞・テレビ・ラジオ等による広報

雑誌、広報誌、チラシ等の記事作成

イベント（パープルデーなど）

行っていない

啓発活動で行っていることを教えてください。（複数回答可）

38
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とてもそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない わからない

ご自身のコーディネーターの業務について、当てはまると思うものを選んでください。
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とてもそう思う 個数 そう思う 個数 そう思わない 個数 わからない 個数

以下の業務の業務に関して、コーディネーターは必要だと思いますか？
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9.5%

9.5%

50.0%

31.0%

0.0%

とても多い 多い 中程度 少ない ほとんどない

あなたは、てんかん関する知識をどの程度持っていると思いますか？

9.5%

28.6%

21.4%

31.0%

7.1%

2.4%

週に一度以上 月に一度以上 3か月に一度以上

半年に一度以上 一年に一度以上 ない

てんかんに関する研修の機会はどの程度ありますか？

41

25

12

9

18

26

1

1

0 5 10 15 20 25 30

てんかんの症例カンファレンスへの出席

院内でのてんかん関連の研修

院内の他の研修会への出席

院外への研修会への出席

学会参加（JEPICA含む）

主催の研修会

参加していない

以下の研修機会の中で、出席する機会が多いものを選んでください？（複数回答可）

42
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4.8%
4.8%

52.4%

35.7%

2.4%

とても多い 多い ふつう 少ない ほとんどない

ご自身の、現在てんかんに関する研修の機会の頻度について、どう感じますか？

47.6%

50.0%

2.4%

もっと増やしたい

現状で十分である

今研修で得ている知識をどう実践で生かしていけばよいか悩む場面が多いので、実践報告などを含めた研修であれ

ば積極的に参加したい

ご自身の、てんかんに関する研修の機会をどのようにしたいですか？

43
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9
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25

患者相談、支援 院内での連携・調整 関係機関との連携・調整 啓発活動

十分に行なえている 十分に行えていない どちらでもない わからない 行っていない

てんかん診療支援コーディネーターとしての業務、研修について現状を評価してください。
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➢ てんかん地域診療連携体制整備事業

➢ てんかん地域診療連携：移行期医療

➢ てんかん診療支援コーディネーター認定制度

➢ てんかん支援ネットワークの構築

47

（3）てんかん支援ネットワークの構築

48
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NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより
49

てんかん支援ネットワーク構築

NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより
50
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NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより
51

NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより
52
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NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより

てんかん診療クリニック、病院の登録をお願いします

53

てんかん支援ネットワーク参加施設数、各診療科別登録数

小児・

小児神経

脳神経

外科

脳神経

内科
精神科 てんかん その他

北海道 66 75 40 13 9 13 0 0

東北地方 92 105 38 15 23 25 3 1

関東地方 349 417 194 82 85 52 2 2

中部地方 168 210 93 35 42 26 3 11

関西地方 266 308 153 55 71 25 0 4

中国地方 106 131 54 30 28 18 0 1

四国地方 56 65 37 16 8 4 0 0

九州沖縄地方 190 212 82 47 46 35 0 2

合計 1293 1523 691 293 312 198 8 21

地方別 施設数
各診療科

別登録数

内　　　訳

NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより
54
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17

116

てんかん支援ネットワーク 都道府県別登録施設数

北海道 66 東京都 116 滋賀県 24 香川県 11

青森県 11 神奈川県 70 京都府 34 愛媛県 25

岩手県 16 新潟県 14 大阪府 100 高知県 9

秋田県 6 富山県 10 兵庫県 57 福岡県 59

宮城県 25 石川県 28 奈良県 23 佐賀県 9

山形県 11 福井県 8 和歌山県 17 長崎県 28

福島県 23 山梨県 8 鳥取県 6 熊本県 15

茨城県 25 長野県 11 島根県 15 大分県 23

栃木県 15 岐阜県 16 岡山県 26 宮崎県 12

群馬県 22 静岡県 28 広島県 34 鹿児島県 23

埼玉県 48 愛知県 45 山口県 25 沖縄県 21

千葉県 53 三重県 11 徳島県 11 合計 1293

NCNP てんかん診療全国拠点機関 HPより
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